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「川のほとりの美術館」（姫路市西中島）近くにある船場川ビオトープの
アメンボを描きました。アメンボは川の流れに逆らうように泳いでいます。
アメンボは自分が流されないように周りを確認しながら同じ場所に留まろ
うとしているのです。ほとんどのアメンボは前足が退化して四本足に見え
ます。（書籍では六本だそうですが）しばらく見ているとドローンと形が
似ているなーと思いました。（版の会 中塚 勝美）
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姫路市広畑区蒲田に、築150年の古民家の１階部分を絵画・写真な
どの展覧会やイベントに貸館利用できるよう改修した「コントレイル
ギャラリー」が2020年にオープンしました。「コントレイル」とは、
英語で飛行機雲を意味します。オーナーの森真一さんがこう名付けた
のは、飛行機が好きで、航空会社で長年にわたり飛行機に関わる仕事
に従事していたことに由来します。この家で生まれ育った森さんにご
案内いただきました。入り口左側にはメインギャラリーである「天光
の間」があります。普段イベントがないときには、森さんご自身が描
かれた油絵やご趣味であるプラモデル模型の作品が展示されています。
他には、書院造の座敷や箪笥階段のある和室、お洒落なダイニングキ
ッチンもあります。急な箪笥階段を見ると、田舎のおばあちゃんの家
にあったことを思い出しました。小さい子供の自分には、急な階段が
更に急な斜面に思えて、恐る恐る登り降りをしたなぁと懐かしく思い
ました。また、外に出てみると手入れされた日本庭園があります。紫
陽花や紅葉などが植えてあり、季節を感じられる庭になっており、心
が満たされる癒しの空間でした。

長い歳月をかけて細部までトコトンこだわって丁寧にリノベーショ
ンされていることが見て取れます。先祖代々受け継いだ日本建築を甦
らせ、可能な限り昔の姿に戻したいという森さんの想いと、昔のまま
にすると現代では不便なところが多々あるからと、外観はもとより特
に水回りをどのように古民家に合う造りにするか、それらを上手く両
立させようとした職人さんの意気込みが感じられます。伝統とモダン
が融合された魅力的な空間でした。これからも文化交流の場として、
色々なイベントが開催されるといいなと思いました。

伝統工芸品、歴史的建造物、おすすめのレスト
ランなど…中播磨地域に住む記者が「行ってみ
たい」と思う、こんなところをご紹介！

取材・原稿／【生活創造応援隊】梅本 知恵子、玉谷 康彦、筈井 公美子
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ダイニングキッチンを見学する隊員

日本庭園

CONTRAIL GALLERY
【姫路市広畑区】

昔と今が静かに共存した空間

「コントレイルギャラリー」正面 メインギャラリー「天光の間」

古民家「CONTRAIL GALLERY（コントレイルギャラリー）」
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箪笥階段

模型展示



「みんなで折り紙を折ろう!!」～羽ばたけ! コウノトリ!!～

ひょうごフィールドパビリオン認定プログラ
ムのひとつ、有限会社キャッスルレザーが実
施する「姫革細工の彩色体験」。
姫革細工とは、350年前から受継がれている兵
庫県の伝統的工芸品であり、白くなめした牛
革に絵柄を型押しし、一つ一つ筆で彩色する
のが特徴です。「姫革細工」伝統技法の疑似
体験をしてきました。

７月25日(木)兵庫県立こどもの館において、小学生・未就学児を対象とした、大阪・関西万博兵庫県ゾーンで
展示するための“コウノトリ”を折るイベントが開催されました。試しに練習用の紙でコウノトリを折ってみる
と難しかったですが、家族で協力して今にも羽ばたきそうな“コウノトリ”が完成。そんな“コウノトリ”が県内
からたくさん集まって、万博会場で展示されるのが今から楽しみです。
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厳選された数種類の絵柄の中から自分の好きな柄を選び、アクリル絵の
具で色づけをしていきます。クラシック柄やモダン柄、どんな配色にし
ようかと考えながら選ぶところから、すでに楽しみが始まっています。
想像していたよりもにじむことなく簡単に彩色でき、はじめてでも塗り
絵のような感覚で手軽に楽しむことができました。是非みなさんも体験
を通して姫路独自の革文化にふれてみてください。

ワークショップの様子 完成したキーホルダー

好きな絵柄を選ぶ

折り方の説明用紙 イベントの様子 子ども達の折った“コウノトリ”

フィールドパビリオンを実際に体験してもらい、各プログラムがより魅力的になるよう、県内の団体・
グループが、ひょうごフィールドパビリオン認定プログラムを体験するための費用を助成します。

（１）対象団体 県内の10名以上の自治会、子ども会等の地域団体・グループ
（２）対象経費 ①ひょうごフィールドパビリオン認定プログラム体験料（消費税は除く）

②体験にかかる交通費
（３）補助率 補助対象経費に応じて定額（上限４万円）

申請QRコード

兵庫県の伝統的工芸品「姫革細工」の彩色体験に挑戦

中播磨県民センターからのお知らせ

ひょうごフィールドパビリオンは、地域の「活動の現場そのもの
（フィールド）」を、地域の方々が主体となって発信し、多くの
人に来て、見て、学び、体験していただく取組です。

「ひょうごフィールドパビリオン」とは?

フィールドパビリオン県民モニター募集
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しんぶんを通して、人のWa’・平和のWa’・話のWa’など限りないWa’に出会いたい…そんなWa’を伝えていきます。
（生活創造応援隊 一同）

発行元／兵庫県中播磨県民センター 県民躍動室 県民課（消費者センター） 〒670-0947 姫路市北条１-９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階
【電話】079-281-9197 【ＦＡＸ】079-281-3015 【Ｅメール】nkharikem@pref.hyogo.lg.jp
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消費生活情報～くらしに役立つ情報をお届けします～

中播磨地域ビジョン2050 出前講座のご案内

◆ 時間帯 ◆ 平日１０：００～１６：００（申込者の希望に対応します。）
◆ 費 用 ◆ 無料です。会場は申込団体でご用意ください。
◆ 講 師 ◆ 兵庫県中播磨県民センター県民躍動室県民課 職員
◆問い合わせ先◆ 中播磨県民センター県民躍動室県民課

住所：〒670-0947 姫路市北条1-98
電話：079-281-9198 FAX：079-281-3015

中播磨県民センターでは、地域の皆さんとビジョンを共有し、一緒に未来を考える機会
として出前講座を実施しています！


